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昨
年
の
理
事
会
で
山
口
曹
青
か
わ
ら
版

（
山
口
曹
青
会
報
誌
）
に
誌
名
を
つ
け
る
こ

と
が
決
ま
り
、
前
宗
務
所
長
・
全
曹
青
第
十

期
会
長

妙
栄
寺
ご
住
職

吉
川
俊
雄
老
師
に

命
名
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
永
平
広
録
二

-

一
二
八
上
堂
に
ち
な
ん
で
『
大
叢
林
』
と

そ
う
り
ん

命
名
し
て
い
た
だ
き
、
題
字
も
書
い
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
吉
川
俊
雄
老
師
に
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
山
口
曹
青
か
わ
ら
版
は

今
号
か
ら
『
大
叢
林
』
と
い
う
誌
名
で
発
行

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
正
会
員
一
同
、
道

心
を
も
っ
て
活
動
し
大
衆
和
合
の
大
叢
林
で

あ
る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

合
掌

山
口
曹
青
会
長

清
木
隆
法

《
永
平
広
録

巻
二-

一
二
八
上
堂
》

晩
間
の
上
堂
に
云
く
、
先
来
の
慈
明
円
禅
師

の
会
に
、
大
叢
林
・
小
叢
林
の
論
有
り
。
是
、

先
徳
の
論
と
雖
も
、
猶
、
一
隻
眼
を
欠
け
り
。

且
く
道
ん
、
甚
麼
を
喚
ん
で
か
大
叢
林
と
作

し
、
甚
麼
を
喚
ん
で
か
小
叢
林
と
作
す
や
。

衆
の
多
き
院
の
闊
き
を
以
て
大
叢
林
と
為
す

べ
か
ら
ず
。
院
小
さ
く
衆
の
寡
き
を
以
て
小

叢
林
と
為
す
べ
か
ら
ず
。
縦
い
、
衆
多
く
も

道
人
無
き
が
如
き
は
、
実
に
是
、
小
叢
林
な

り
。
縦
い
、
院
小
さ
く
も
道
人
有
る
が
如
き

は
、
実
に
是
、
大
叢
林
な
り
。
人
多
く
衆
聚

ま
る
を
以
て
国
と
為
さ
ず
、
一
聖
一
賢
有
る

を
以
て
国
と
為
す
な
り
。

７
月
４
日
（
土
）
、
美
祢

市
自
住
寺
様
を
会
場
に
〝
平

成
27
年
度
緑
蔭
禅
の
つ
ど
い

〟
を
開
催
し
ま
し
た
。

始
め
に
開
講
式
、
次
い
で

坐
禅
、
自
住
寺
東
堂
・
大
庭

諦
道
老
師
に
よ
る
ご
法
話
、

中
食
を
は
さ
ん
で
日
本
折
紙

協
会
講
師
・
柴
﨑
基
之
先
生

を
講
師
に
お
迎
え
し
七
夕
飾

の
制
作
、
写

経
、
閉
講
式

の
日
程
で
心
静
か
な
時
間
を

共
に
過
ご
し
ま
し
た
。

◇
大
庭
老
師

「
道
元
禅
師
様
は
〝
赴
粥
飯

法
〟
の
中
で
、
頂
く
側
の
立

場
に
立
っ
て
、
頂
く
人
を
仏

様
と
し
て
扱
う
よ
う
に
説
い

て
お
ら
れ
る
。
日
本
料
理
は

五
法
五
味
だ
が
、
我
々
お
坊

さ
ん
の
料
理
は
そ
れ
に
加
え

て
優
し
さ
。
料
理
に
は
優
し

さ
が
な
い
と
い
け
な
い
。
大

切
な
の
は
喜
心
・
老
心
・
大

心
で
す
。
」

山
口
曹
青
か
わ
ら
版
『
大
叢
林
』

『徒弟研修会』広島平和記念公園、慰霊碑前にて

自
住
寺
本
堂
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◆
東
堂
様
の
法
話
が
良
か
っ

た
で
す
。
五
観
の
偈
の
お
話
、

過
去
に
お
聞
き
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
よ
り
深
く
お

話
し
を
聞
け
て
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

お
昼
の
精
進
料
理
は
方
丈

様
の
意
気
込
み
を
感
じ
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
70
代
男
性

◆
中
食
の
精
進
料
理
が
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
。
特
に
、

ご
ま
豆
腐
は
手
が
か
か
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
な
あ
と
思
っ

た
。
七
夕
飾
り
も
久
し
く
作
っ

て
な
か
っ
た
の
で
久
し
ぶ
り

で
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
た
。

今
年
は
笹
に
飾
り
た
い
で
す
。

○
50
代
女
性

◆
今
回
と
て
も
貴
重
な
経

験
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
自
分

を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
自
分
の
命
に
つ
い
て
生

き
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
七
夕
飾
り
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
20
代
女
性

頂
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
参
加
し
た
動
機

（
複
数
回
答
含
む
）
を

下
に
示
し
ま
し
た
。

◆
タ
ナ
バ
タ
様
の
お
り
紙

あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間
で

し
た
。
大
変
有
意
義
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
60
代
男
性

緑
蔭
禅
の
つ
ど
い

ア
ン
ケ
ー
ト
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◇
中
澤
さ
か
な
氏

〝
萩
し
ー
ま
ー
と
は
地
域
に

ど
う
貢
献
し
て
き
た
の
か
〟
と

題
し
て
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。

中
澤
氏
が
掲
げ

る
理
念
の
ひ
と

つ
と
し
て
〝
近

き
者
悦
び
、
遠

き

者

来

る

〟

が

あ

る

。

萩
市
は
人
口
５
万
人
。

に
も
関
わ
ら
ず
年
間
１

５
０
万
人
の
来
客
が
あ

る
。
う
ち
半
分
は
市
内

の
人
だ
と
言
う
。
観
光

客
主
体
は
続
か
な
い
。

地
元
の
人
が
何
度
も
訪

れ
る
よ
う
に
工
夫
を
凝

ら
す
こ
と
こ
そ
大
事
と
。

二
つ
目
に
〝
三
方
よ

し
〟
。
お
客
様
最
優
先

で
は
な
く
、
売
り
手
・
買
い
手
・

生
産
者
の
三
者
が
少
し
ず
つ
利

益
を
得
る
こ
と
が
地
域
の
貢
献

の
為
に
最
も
良
い
と
。
真
フ
グ

の
値
段
は
10
年
前
は
４
０
０
円

だ
っ
た
の
が
１
０
０
０
円
に
な
っ

て
生
産
者
に
喜
ば
れ
て
い
る
と

言
う
。

三
つ
目
に
〝
無
理
は
続
か

な
い
〟
。
良
い
も
の
は
売
れ
る
。

無
理
な
く
続
け
る
こ
と
が
大
事
。

６
月
24
日
（
水
）
、
山
口
市
禅
昌
寺
様

を
会
場
に
弁
道
会
①
を
開
催
し
ま
し
た
。

美
祢
市
自
住
寺
東
堂
・
大
庭
諦
道
老
師
を

講
師
に
お
迎
え
し
晋
山
式
に
つ
い
て
ご
講

義
頂
き
ま
し
た
。

大
本
山
総
持
寺
で
の
晋
山
式
禮
指
南
書

の
作
成
に
携
わ
っ
た
時
の
こ
と
を
中
心
に

解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。

９
月
２
日
（
水
）
、
山
口
市
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
タ

ナ
カ
に
て
第
11
回
全
国
浄
土
宗
青
年
会
全
国
大
会

が
開
催
さ
れ
、
４
０
０
名
を
越
え
る
浄
土
宗
の
集

い
に
、
曹
青
か
ら
11
名
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

講
師
と
し
て
、
周
防
大
島
町
西
蓮
寺
住
職
藤
本

浄
彦
上
人
、
萩
し
ー
ま
ー
と
駅
長
中
澤
さ
か
な
氏
、

㈱
日
本
総
合
研
究
所
調
査
部
主
席
研
究
員
藻
谷
浩

介
氏
が
招
か
れ
ま
し
た
。

中

国

曹

洞

宗

青

年

会

あ

連

絡

協

議

会

慰

霊

法

要

６
月
２
日
（
火
）
、
広
島
平
和
記
念
公

園
・
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
広
島
に
て
中
国

曹
洞
宗
青
年
会
連
絡
協
議
会
主
催
の
慰
霊

法
要
並
び
に
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
場
を
以
っ
て
石
見
曹
青
城
市
泰
紀

師
か
ら
鳥
取
曹
青
湯
浅
英
利
師
へ
と
会
長

職
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

退
任
に
当
た
っ
て
城
市
師

「
中
曹
青
と
し
て
の
行
茶
活
動
（
東
日
本

大
震
災
支
援
活
動
）
の
継
続
を
願
っ
て
い

ま
す
。
」

半
径
50
㎞
１
５
０
万
人
が
商
圏
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８
月
26
日
（
水
）
・
27
日
（
木
）

に
か
け
て
曹
洞
宗
山
口
県
宗
務
所
と

の
共
催
で
「
徒
弟
研
修
会
」
を
行
い

ま
し
た
。

初
日
は
岩
国
市
洞
泉
寺
様
を
会
場

に
坐
禅
、
〝
も
っ
た
い
な
い
〟
を
主

題
に
し
た
紙
芝
居
の
観
賞
、
住
職
石

井
祐
光
老
師
に
ご
法
話
を
頂
き
、
有

意
義
な
時
間
を
共
に
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
宮
島
に
移
動
し
て
宿
泊
。

翌
日
は
厳
島
神
社
参
拝
、
水
族
館

見
学
、
弥
山
登
頂
。
昼
食
後
は
広
島

平
和
記
念
公
園
に
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
方
と
慰
霊
碑
巡
り
、
平
和

記
念
資
料
館
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

上:

開
講
式
の
様
子

左:

副
住
職

石
井
龍
祐
師

右:

住
職

石
井
祐
光
老
師

左:

坐
禅
中
の
様
子
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水槽の反対側から写真が撮れます

参拝前に身心を清めます

見て！スナメリと話しているよ

大鳥居の正面でも記念撮影

右：紅葉谷からロープウェイへ
上：弥山・獅子岩展望台にて
下：展望台からの景色
左：慰霊碑巡りの様子



日付 内容 場所
10月05日（月）～9日（金） 梅花特派布教クラフト販売 各教区
10月30日（金） 寺庭婦人セミナー 鳴門市大塚国際美術館
11月04日（水）～5日（木） 第38回中曹青岡山大会 アークホテル岡山
11月11日（水） 戒弟のつどい 禅昌寺
11月30日（月）～12月3日（木） 復興支援活動41班 釜石市
12月 年末懇親会
12月23日（水） 弁道会「寒行托鉢」 周南市
02月 シャンティ学生寮視察 タイ・パヤオ
02月 涅槃会坐禅会
03月 東日本大震災支援活動

今後の行事予定

日付 要綱 クラフト 募金
6月07日(日) 現職研修 ¥160,500 ¥6,500
6月27日(土) 県梅花大会 ¥267,400 ¥284,968
6月30日(火) 12教区特派布教 ¥23,200
7月01日(水) 03教区特派布教 ¥48,600 ¥6,100
7月02日(木) 01教区特派布教 ¥35,700 ¥5,119
7月02日(木) 04教区特派布教 ¥28,000
7月04日(土) 緑蔭禅のつどい ¥47,800

その他 ¥375,000 ¥187,346
振込募金(195件） ¥645,607
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【
お
問
い
合
わ
せ
】

山
口
県
曹
洞
宗
青
年
会
事
務
局

玖
珂
郡
和
木
町
和
木
１
‐
６
‐
18

安
禅
寺
内

村
上
邦
明

電
話

０
８
２
７
‐
５
３
‐
４
３
３
４

絞
り
値
は
い
つ
も
悩
む
。

基
本
的
に
撮
影
モ
ー
ド
は
絞

り
優
先
。
背
景
ま
で
く
っ
き

り
見
せ
た
い
の
か
、
又
は
被

写
体
だ
け
を
際
立
た
せ
た
い

の
か
。
被
写
界
深
度
（
ピ
ン

ト
が
合
う
範
囲
）
は
絞
り
値

が
小
さ
け
れ
ば
狭
く
、
大
き

け
れ
ば
広
く
な
る
。
被
写
体

が
近
い
程
、
背
景

が
遠
い
程
、
焦
点
距
離
が
長

い
程
ボ
ケ
や
す
い
。
ボ
カ
す

こ
と
で
立
体
感
が
生
ま
れ
、

主
体
が
明
確
に
な
る
。
た
だ

意
図
的
に
ボ
カ
す
場
合
は
ピ

ン
ト
抜
け
す
る
危
険
性
が
あ

る
。
で
は
絞
れ
ば
い
い
か
と

言
う
と
そ
う
で
も
な
い
。
写

真
は
光
の
集
合
で
あ
る
。
絞

る
ほ
ど
光
の
量
が
減
る
。
絞

り
一
段
（
Ｆ
値
1.4
倍
）
毎
に

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
は
半

分
に
な
る
。
被
写
体
ブ
レ
し

な
い
速
度
（
基
本
1/60

）
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
る
。

設
定
に
Ｉ
Ｓ
О
オ
ー
ト
低

速
限
界
と
い
う
項
目
が
あ
る
。

1/30

や
1/60

以
下
に
な
ら
な
い
よ

う
に
出
来
る
。
こ
こ
５
年
以

内
に
発
売
さ
れ
た
カ
メ
ラ
に

は
備
わ
っ
て
い
る
は
ず
。
本

当
に
便
利
に
な
っ
た
と
思
う
。

編集後記 写
真
を
撮
る

時
思
う
こ
と

５
月
11
日
（
月
）
～
14
日

（
木
）
に
か
け
て
岩
手
県
釜

石
市
へ
第
39
班
と
し
て
。
ま

た
９
月
７
日
（
月
）
～
９
日

（
水
）
に
か
け
て
福
島
県
福

島
市
へ
第
40
班
と
し
て
活
動

し
て
参
り
ま
し
た
。

タイ山岳民族教育支援活動

左：F2.8 1/60 ISO3200
右：F16 1/30 ISO51200

絞り値によってピントの合う範囲は異なる
基本はＦ5.6

右:

福
島
市
旧
佐
原
小
学
校
仮
設

で
ビ
ー
ズ
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
作
り

上:

福
島
市
し
の
ぶ
台
仮
設
で

コ
ー
ス
タ
ー
・
し
お
り
作
り

釜石市野田町仮設釜石市甲子町第７仮設福島市の寺族さんも参加され
中食を振る舞って頂きました


